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改訂履歴 

 

版数 日付 変更内容 

1.0.0 2020/11/03 説明書 初版作成 

1.0.1 2021/05/03 項追加 (概要、マスター一覧、試薬マスター画面) 

2.0.0 2021/08/19 機能追加による改訂 

・注文登録画面  添付文書リンク追加 

・LotNo 管理画面  LotNo変更試薬への注意表示 

・出庫処理画面  注文対象試薬の自動注文処理を確認 

3.0.0 2022/12/06 機能追加による改訂 

・入庫情報修正機能 

・同一試薬複数出庫 

・在庫欠品表示 

4.0.0 2024/01/19 発注処理関係特殊処理 

4.0.9 2025/01/20 機能追加による改訂 

・使用期限必須指定 

・出庫処理画面に個別在庫情報表示 

説明書分割 操作説明(マスター画面以外) 

4.0.10 2025/02/05 入庫一覧、出庫一覧 承認操作 

4.0.11 2025/02/16 同時使用数設定による出庫処理変更 

4.0.12 2025/02/28 調整試薬管理 

4.0.13 2025/04/08 入庫、出庫 LotNo照合無効設定 

4.0.14-16 2025/04/28 不具合修正 

4.0.17 2025/06/12 出庫一覧 使用者情報表示 

4.0.18 2025/06/20 出庫一覧 使用日検索機能追加 

4.0.19-20 2025/07/04 入庫画面、出庫画面 カーソル移動修正 

4.0.21 2025/07/18 出庫一覧 抽出状態で使用情報編集可能に 

4.1.0 2025/07/09 使用量管理機能追加 
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試薬管理システム・概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注文登録 バーコード読込、管理 ID 入力、リスト選択から注文する試薬を登録します。 

   ※現在注文中であれば、追加注文であるか確認メッセージを表示します。 

  規定在庫数を下回った試薬は、別枠に「要発注試薬」として表示されます。 

発注処理 注文登録している試薬を発注書に印刷します。 

注文履歴 指定期間の試薬の注文履歴を照会・印字します。 

入庫処理 バーコード読込、またはリスト選択により納品された試薬をシステムに登録します。 

    ※登録された試薬には、使用単位で「管理ラベル（バーコード付）」を貼付します。 

入庫一覧 指定期間の試薬の入庫履歴を照会・印刷します。 

出庫処理 GS1-128 バーコード、または「管理ラベル」を読み込ますことで出庫します。 

※出庫処理後、残りの在庫が規定数以下、または在庫がなくなると、注文を促します。 

出庫一覧 指定期間の試薬の出庫履歴を照会・印刷します。 

  使用開始日、使用終了日、使用状況を任意に変更できます。 

棚卸処理 指定期間の入出庫及び現在の在庫を照会・印刷します。購入金額の集計も行います。 

在庫一覧 現時点の入庫数、在庫数、残りの内訳、及び使用期限を照会・印字します。 

使用期限管理 使用期限が切れた試薬、使用期限まで残日数が少なくなった試薬を検索します。 

LotNo管理 指定期間内に入庫した試薬で、LotNo の変更があった試薬を検索します。 

コメント編集  入庫した試薬にコメントを記録します。 
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注文登録① … 試薬の注文を登録します。 

 

試薬の指定方法  ※バーコードを読み込ます際は「注文試薬」欄にカーソルがあることを確認 

 

以下のいずれかの方法で試薬を指定します。 

① 試薬の包装にある GS1-128 等の「バーコード」を読み込む 

② 試薬管理システムで印字した「管理ラベル」の「バーコード」を読み込む 

③ 「注文試薬」欄に 6 桁の「管理 ID」を入力する   ※「管理 ID」はシステムの試薬別コード 

④ 画面左の「試薬検索」から対象試薬を選択する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※指定した試薬が「注文済・未納」の場合、追加を確認するメッセージが表示されます。 

 

注文数の修正 

 「修正数」欄に、追加数 (注文数を減らす場合、マイナス値)を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

登録後、[注文登録]ボタンをクリックします。 

  ※必要に応じて「コメント(注文)」を登録可能 
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注文登録② 

 

規定在庫不足試薬の注文 

 試薬マスターにて「注文目安在庫数」等を登録した試薬の在庫が、指定した数を下回ると 

 「要発注試薬」欄に表示されます。 

 

 

該当試薬をクリックすることで、「注文試薬一覧」に追加されます。 
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発注処理① 

 

「物品システム」向けに注文した試薬を一覧として印刷します。 

 

一覧表に印刷したい試薬を選択(反転)して「発注処理(F12)」をクリックしてください。 

 ※「Shift キー+ドラック」、「Ctrl キー+クリック」、または「右クリック」で 

任意に対象試薬を指定できます。 

 

 

 

※卸業者別に発注書を印刷する場合、卸業者別のボタンを用意します。 

 ボタン背景が「ピンク色」の場合、注文試薬があります。無い場合は、「グレー色」となります。 

 

 

印刷された発注書 (見本) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「物品コード」欄 上段「部門コード 部門名」 下段「(卸業者) 注文コード」となります。 
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発注処理② 

 

発注の取消方法 

 

①発注処理を行った「発注日」を指定し、「未発注分のみ」のチェックを外します。 

 

 

②発注を取り消したい試薬の「注文日」をクリックすると、メッセージが表示されます。 

 

 

③処理後、取消後の内容が再表示されます。 

 

 

④必要に応じて[発注処理]ボタンを操作して発注書を再印刷します。 
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入庫処理① 

 

※注文されていない試薬を入庫しようとすると、「事後発注」とするか確認メッセージが表示されます。 

 「はい」を選択すると、注文・発注が実施されていたように記録されます。 

 

方法 以下の①～③のいずれかの操作後、[入庫登録]ボタンをクリックします。 

①バーコード読込 

「入庫試薬」欄にカーソルがある状態で、試薬のバーコードを読み込ませます。 

 

 

 

 

 

②注文履歴参照 

「発注済・未入庫」タブから試薬を指定して[試薬選択]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

「使用期限」と「LotNo」を手入力して[試薬選択]をクリックします。 

        

       ※「使用期限」は、初期値の「2 年後」 

        または「手入力必須」指定となります。 

 

 

 

 

 

③直接指定 (バーコードが無い試薬の場合) 

「試薬検索」から該当試薬を指定して「使用期限」と「LotNo」を手入力し 

[試薬選択]をクリックします。 

      ※「使用期限」は、初期値の「2 年後」 

        または「手入力必須」指定となります。 
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入庫処理② 

 

複数発注試薬の一括入庫 

 

発注処理で複数個発注した場合、同一 Lot の一括入力を行うか確認メッセージが表示されます。 

 

 

数量※を指定して[一括個数設定]をクリックします。  ※【補足】参照 

 

 

 

【補足】 

「LotNo」 が異なる複数の試薬を入庫する場合、「LotNo」毎に入庫する数量を調整して 

[一括個数設定]を実施します。 
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入庫処理③ 

 

入庫の取消 

 

①誤って入庫した試薬を取り消す場合、「入庫登録済み表示」のチェックを入れ、 

該当試薬を入庫した「入庫日」に変更します。 

 

 

②該当試薬の「No」をクリックします。 

 

③確認メッセージが表示されますので、[はい(Y)]をクリックします。 

 

 

【注意事項】 

※ 入庫登録した試薬を取消(削除)した場合、その「No」は欠番となります。 

取消後、再度入庫し直した場合、次の「No」が割り振られます。 

 

例) 上記削除処理後、入庫し直した場合 

 

 

   ※ 「No」は、試薬・入庫日毎に「1」から割り振られます。 
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出庫処理① 

 

※「出庫試薬」欄にカーソルがあることを確認して、以下の①～③の方法で出庫します。 

① 試薬の包装にある GS1-128 等の「バーコード」を読み込む 

② 試薬管理システムで印字した「管理ラベル」の「バーコード」を読み込む 

③ 「注文試薬」欄に 6 桁の「管理 ID」を入力する   ※「管理 ID」はシステムの試薬別コード 

 

上記①～③の操作にて、対象試薬を指定した際、次の出庫分の LotNo が異なると、 

以下のメッセージが表示されます。 

異なる LotNo を出庫する場合 

 

 

 

 

 

 

指定した試薬の在庫状況が上段に表示されます。下段に出庫処理対象が表示されます。 

 

 

１件(または複数)の出庫対象を表示後、[出庫処理]ボタンをクリックします。 

 

  ※「出庫日」が「未」「替」の場合、未だ出庫対象候補の状態で出庫は実施されていません。 

    「未」… 「同時使用数」指定済み、 「替」… 使用終了指定 (旧機能) 
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出庫処理③ 

 

引き続き、試薬マスターで指定した「在庫定数」を下回った試薬がある場合、 

「自動注文対象試薬」画面が開きます。 

注文を実施する場合、[注文実施]をクリックしてください。 

       ※「自動注文」は試薬マスターの設定 

        「注文目安在庫数」「(内訳数)」と、 

出庫後の「在庫数」で実行されます。 

         

       ※今回、注文を見送った場合、 

        次回の出庫時に再度確認されます。 

        ただし、完全に在庫が無くなった場合 

        手動で注文する必要があります。 

 

 

 

 

【補足】 

 「同時使用数」設定について 

設定した個数の試薬を「使用中」とし、それを超えた試薬は自動的に「使用終了」とします。 

   ※ 試薬マスター「ガイド・機器」タブの「同時使用数」にて設定します 

 

 例) 同時に同一の試薬を「4」個出庫する場合 

 

 

 

 

    同時使用数「1」設定の場合、使用終了「3」、使用中「1」 

 

 

 

 

    同時使用数「3」設定の場合、使用終了「1」、使用中「3」 
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出庫処理③ 

 

出庫取消 

 

①出庫を取り消す場合、「出庫処理済み表示」のチェックを入れ、 

該当試薬を出庫した「出庫日」に変更します。 

 

 

②該当試薬の「出庫日」をクリックします。 

 

 

③確認メッセージが表示されますので、[はい(Y)]をクリックします。 

 

 

 

 

【補足】 

 

 出庫処理が完了すると、出庫後の残り在庫が表示されます。 

 

  背景色が「黄色」  … 設定した「注文目安在庫数」未満となった場合 

  背景色が「ピンク色」… 在庫が「0」の場合 
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出庫一覧画面 

 

出庫した試薬の「使用開始(日)」、「使用終了(日)」、「使用状況(記録)」の編集を行います。 

  ※「出庫日」「使用日」のいずれかを指定して検索します。 

 

①該当試薬を選択して [使用情報編集] ボタンをクリックします。 

 

         ※右スクロールで「出庫者」「使用者」を表示 

 

②「使用終了」の「削除」チェックを外すと、日付が入力可能となりますので、 

「使用終了」としたい日付を入力してください。 

「使用状況」を指定する場合は、いずれかを選択してください。(任意) 

上記を指定後、[編集完了] ボタンをクリックします。  

 

 

 

・使用開始(日) …  変更のみ可能 

      ・使用終了(日) …   変更、または削除が可能 

      ・使用状況   …   通常使用以外で試薬を使用済み 

とした場合に該当理由を指定 
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【補足】 

 

包装の内訳を個別に管理した場合の画面表示 

 

出庫処理画面 

・「使用」欄に内訳 No が表示されます。 

  ※この場合、内訳「4」の内、1 つ目を使用したことになります。 

 

 

 

在庫管理画面 

 ・在庫数と合わせて、内訳数が表示されます。 

※  在庫が「0」の場合でも、内訳が「3」残っている場合 
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コメント編集 

 

「試供品」など試薬毎にコメントを記録しておくことが可能です。 

 

 

 

コメント連続登録機能 

 「入庫日」及び「管理 ID」で該当試薬を抽出した上で、先頭行にコメントを入力します。 

 「先頭行から末行までコメント複写」ボタンをクリックすると、全てにコメントが格納されます。 

  格納後、「コメント登録」をクリックして保存します。(個別編集も可能です。) 
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履歴・一覧・管理画面① 

 

注文履歴      指定期間の試薬の注文履歴を照会・印字します。 

 

 

入庫一覧      指定期間の試薬の入庫履歴を照会・印刷します。 

 

 

在庫一覧     現時点の「入庫数」「在庫数」「残りの内訳」「未納数(注文済)」 

及び使用期限等を照会・印字します。 

 

画面を右にスクロール 

することで「注文者」を 

確認できます。 

画面を右にスクロール 

することで「入庫者」を 

確認できます。 
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履歴・一覧・管理画面② 

 

棚卸処理     指定期間の入出庫及び現在の在庫を照会・印刷します。購入金額の集計も行います。 

 

 

使用期限管理    使用期限が切れた試薬、使用期限まで残日数が少なくなった試薬を検索します。 

 

 

LotNo管理    指定期間内に入庫した試薬で、LotNo の変更がある試薬を検索します。 

 

 

「状況」凡例 

使用期限切れ 

残り 2 週間以内 

同一試薬で、LotNo が異なる場合、

LotNo を黄色背景で表示します。 
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【補足】 

 

入庫ミスした試薬について 

 

出庫処理前であれば、入庫処理画面にて入庫自体を無かったことにできます。 

 

①該当試薬を入庫した日に「入庫日」を変更します。 

 

 

②「表示条件」にチェックを入れます。 

 

 

③該当試薬の「No」欄をクリックして削除を行います。 
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【補足】 

 

出庫済み試薬の廃棄方法 

 

①「出庫一覧」画面を開きます。 

※廃棄処理を行う試薬が画面上に表示されない場合、 

その試薬を出庫した日まで「検索開始(日)」を変更します。 

 

②該当試薬を選択(クリック)して、「使用情報編集」ボタンをクリックします。 

 

 

 

③「使用終了」の「削除」チェックを外すと、日付が入力可能となりますので、 

「使用終了」としたい日付を入力してください。 

 



21 

【補足】 

 

出庫済み試薬の廃棄方法(続き) 

 

④「使用状況」を指定する場合は、いずれかを選択してください。(任意) 

 「編集完了」ボタンをクリックすると、該当試薬は「使用終了(完了)」となります。 

 

 

 

操作担当者名表示 

 

 「注文履歴」「入庫一覧」「出庫一覧」画面の一覧を右にスライドすると、 

 各試薬の処理担当者を利用者マスターに登録した「利用者名」で表示します。 

   ※「利用者 ID」を「使用者名」に変換して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 各操作時に要求される「操作担当者記録」に名札裏のバーコードを読み込ませてください。 

    利用者マスターに登録されている方は、「利用者名」にて表示します。 
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【補足】 

 

2台の分析装置で同一の試薬を使用する場合 

 

  試薬マスターの「ガイド・機器」タブの「機器指定」にチェックを入れて保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「機器指定」にチェックを入れた試薬を出庫した際は、どちらの機器で使用するか確認メッセージが 

  表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 「出庫一覧」画面で、どちらの機器として使用したか確認できます。 
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【補足】 

 

入庫一覧・出庫一覧 承認処理① 

 

※承認処理を実施する利用者は「承認可」権限が必須となります。 

 

①出庫一覧画面(また入庫一覧画面)を開き、承認操作を実施する試薬を表示(抽出※)します。 

    ※「検索開始日」「検索終了日」「部門」等を指定して抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「出庫承認」(または「入庫承認」)ボタンをクリックします。 

  確認メッセージが表示されますので、「はい(Y)」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③承認操作を行う利用者の権限を確認しますので、「利用者 ID」を入力(またはバーコード読込)します。 

 

 

 

 

 

    ※利用者 ID が未登録、承認権限が無い場合、承認処理を実施せず終了します。 
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【補足】 

 

入庫一覧・出庫一覧 承認処理② 

 

④確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

⑤承認後の内容が表示されます。(「承認情報」の確認は右にスクロールしてください) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

  ・承認を取り消ししない限り、再承認はされません。 

  ・承認済み試薬しか表示(抽出)されていない場合、承認処理は実施されません。 

  ・承認を取り消しする場合、Shift キーを押しながら、「出庫承認」(または「入庫承認」)ボタンを 

クリックします。後の操作は承認処理と同じです。 

なお、操作ログ上には取り消し処理を行った記録は残ります。 
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【補足】 

 

調整試薬管理について 

 

 

①試薬マスター画面 

「調整後期限」を「0」以外とした試薬は、以降の「調整試薬」と扱われます。 

※「調整」… 溶解、混合などの操作 

 

 

 

②出庫処理画面 

「調整試薬」とした試薬は、出庫時に以下のような「調整ラベル」が印刷されます。(1 枚ずつ) 

   ※「調整後使用期限」… 調整日(出庫日)に、「調整後期限」を加算した日付 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

再印刷する場合は、以下の操作を行います。 

① 該当試薬を出庫した「出庫日」を指定    【注意】「調整日」ではなく「出庫日」 

②「出庫処理済み表示」にチェック 

③ 該当試薬を選択 

④「調整ラベル印刷」ボタンをクリック 
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【補足】 

 

調整試薬管理について② 

 

③試薬管理システムメニュー 

「調整試薬」は「調整試薬管理」画面で、使用状況を確認できます。 

 

 

初期画面では、「使用中」の「調整試薬」が表示されます。 

なお、「使用中」の「調整試薬」の「調整後使用期限」が切れた場合は、背景がピンクとなります。 

 

 

「使用済含む」のチェックを入れると、検索期間の「調整試薬」が表示されます。 
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【補足】 

 

使用量管理について 

 

２画面構成で１画面目は「対象試薬一覧」となります。 

この画面で対象試薬を選択するか、該当試薬のバーコード、または管理ラベルの読み込みから 

次の「使用管理画面」に移動します。 

 

 

 

使用管理画面では、該当試薬の「出庫・使用状況」上段と「使用量管理(使用状況)」下段が表示されます。 

使用量管理では、「受入量(入庫)」「使用量」の他、「棚卸・承認」操作による監査も記録されます。 

 

なお、「使用量」の情報登録は不可逆で、一旦登録すると利用者は削除・変更はできません。 

訂正する場合は、マイナス値の「使用量」と「コメント」欄にその理由を登録するようになります。 

 


